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程度はTCCの悪性度の新たな指標になり,臨床的検

討に際 しても歯周である可能性があると考えられた.

24)CDDP+ 5-FU 療法が奏効 した胃癌術後

卵巣転移腫療の 1例

謎真 義裏 側 J 武美 (品奉幣 志学新潟)

鈴木 力 (新潟大学第-日-外科)

症例は,50歳女性.1988年且0月6日胃癌にて鰐碑合

併胃全輪術施行 (CMAE BoyTⅣ,HoPosen2(+),St昭e

班,R2,CuTaB,sj拷J.その後外来にて UFr400mg/

日約 1年間 (計 28gう,OK確322KE/過 (計 76.5KE)

授与 し経過観察 していたが,1991年4月より不正性器

出血あり,また Schnitzler転移陽性と判定された.5

月に太り下腹部腰痛出現.CTで卵巣転移,子宮への浸

潤及び右水腎症が認められたため,CDDP+5-FU療

法を開始した.6月,7月にCDDPl00mg斗5-FU625

m宮X5日間投与 Lたところ,Cr 上卵巣転移腫藤が約

2烏 に縮小 し可動性も認めた.手術約に摘出可能と考え

8月8日両側卵巣摘出術施行.大きさは,右 3.2×2.6
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Tin琶CellcaFCimomaの転移が認められた.ダグラス寓

に触れる Sehn厄ler転移も素面平坦鶴 療痕化 してお

り化学療法の効果と考えられた.その後も8月末と相月

に同様化学療法施行 し現在小康状態にある,

25)術後再発胃癌 に対する rGCSF 併用化学療

沃し,1)経験

佐藤 好信 ･福田 稔 (県立坂町病院外科1

外科治療の範囲を超えた再発腎癌の治療成績は極めて

不良であり,その遠隔成績向上のために稜々の化学療法

が行われてきた.近年 CDDPを中心とした併用療法に

秦効率向上が認められ報告されている.

われわれは3例の再発胃癌症例に対 し G宣ニSF を併

用 した CDDP化学療法を施行 したので報告する.3例

とも胃癌術後のリンパ節再発であり,食欲不振や腹痛,

嘩下困難などの自覚症状と CEA などの慮療マーカ-

の急激な上昇を認め入院となった. 1例をこ対 し FAP

療法 (5FU,ADM,CDDP)に MMC と OK432の

併用投与,2例に対 しEAP療法 (etoposide,ADM予

CDDP)に MMCの併開披を t内 旦例は OK432併用)

を施行 した.全例汎血球減少を認軌 編曲球減少に対 L

～)()1

GぺニSFを授与した.食倒 P.S.と藤癌マ-カ-の改善

を認めた.CT による治療効果判定では3例とも PR

であった.G宣ニSFの併用により,末期胃癌であっても

麓橡的な治療を行うことにより予後の向上が期待できる

と考えられた.

26)Etoposide適 日経 ㌃1投与時の薬物動態と至

適投与法の検討
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8名の非小細胞肺癌患者に対 して Et叩OSide低用量

(25mg投与群5例,50m留投与群3m)を経口的に長

期連日投をし,pharmacokineticsおよび有効性 8安全

性の評価を行ない,同時に変通投与法の検討を行なった.

投与初日は7-10ポイントの採血を行ない,それ以後,

最長60日まで定期的に採血を行ない Etoposはe血祭中

濃度を測定 した,投与初日の測定ポイン トを Bayes孟am

法をこより解析し患者個別の薬物動態パラメ-タを欝出し,

投与開始後 2,7,14,30,鵜 門田の血寮や濃度を予測

した.血祭中濃度予測値と実測値はよく一致し予連日投

与をこよる番麓性はないと判断された.25mg投与群と

50m琵投与群とでは AuC は用量依存的に増加 した.

また,血液学的毒性を含め,授与中止に至るような毒性

は認められず,MTD(ma裏mumtolerabledose)をこ到

達 していない可能性が示唆された.

且日量 25mg/bodyの逮R投与では十分な血寮中濃

度の持続が得られず,少な(とも 50m醒i/bo軸 の投与

量が必要と思われた.

且が宮/ml以上の血寮中濃度持続時間を延長するとい

う観点から, 旦日量 75mg/bodyを3分割での連日投

与は考慮に値する療法と思われる.

27)エ トポシ ド大量療法の検討

- エ トポシ ド間欠投与により完全寛解 と

なった悪性 リンパ腫再発例-
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目的 :リソバ腫再発例に対 し et叩eSide大豊間欠投


